
校内研究 

研究テーマ「自分の学びをつくる子供」 

１ はじめに 

「様々な活動の基盤となる知識，技術が急速に更新されていく社会になっている。」 

「日本では『友人，同僚，その他の人』との交流が『全くない』あるいは『ほとんどな

い』と回答した人の割合が１５．３％で，OECDの加盟国２０か国中最も高い割合となっ

ている。」 

これらは，子供たちが生きている今の社会をとらえた表現の一例である。今後，これに

留まらず，社会的変化はますます加速度を増すと言われ，子供たちが生きていく未来の社

会がどのようなものになるのか，その予測が一層困難になっている。このような時代であ

ることに改めて思いを致す時，身の回りの人々や出来事との関わりを自らつくり出し，そ

れらを契機として自分の在り方を吟味・更新し続けていく力をもつことは，子供たちにと

って，よりよい社会と幸福な人生を切り拓く力となるのではないかと思う。 

本校では，この考え方をベースに「教える側の意図でパッケージングした学習」から

「子供自身がストーリーとして紡ぐ連続した学び」へと，子供の学校での学習経験の在り

方の転換を進めてきた。合わせて，求めていく子供の育ちを「自分の学びをつくる子供」

とした。 

ここで，子供はどのように活動することで自分の学びをつくっているのかについて，学

習中の様子をもとに具体的にまとめておきたい。 

【自分の学びをつくる子供の学習の様子】 

①自らの問題意識(願い，希望，不安，気がかり等)が立ち上がっている 

②学習方法を考え，選択している 

③必要な時に協働している 

④試行錯誤を繰り返している 

更に，子供が深まりのある学びをつくれていることが大事であるという考えに立ち，

「どのような問題についてどのように学んだか」や「自分の学びの成果と課題は何か」と

いった観点についてしっかりと評価できるような基準，言ってみれば，学びのものさしを

一人一人がもつことが大切なのではないかということも検討されている。 

また，いずれのことについても，子供が「愉しい」，「なりたい自分に近づくことがで

きた」や「学んでよかった」といった実感を併せ持っているかどうかは，生涯にわたって

自分の学びをつくる原動力へとつながっていく大変重要な鍵であり，小学校段階からそう

いった実感を積み重ねていくことに重きを置きたいと考えている。 

以上のことを礎として，不断に，研究主題「自分の学びをつくる子供」が育つ学習づく

りの要件について問い直し続けることで，本校が大切にしてきた学校での子供の学習経験

の在り方について常に整理をすると共に，実践を進めていきたい。 



２ 「自分の学びをつくる子供が育つ単元づくり」の要件を見つめる  

⑴ 自分をよく知ろうとする単元構成となっているか  

 子供が自分の学びを進めていくためには，その都度の“今の自分”をとらえることがベ

ースとなる。今の自分をとらえるとは，学習で自分がどのような思いを感じているのかを

よく知るということである。 

その上で，自分の思い（達成感や不全感，学習意欲の変化等）を手掛かりに内省し，次

の学習の見通し等をもつことにつなげていく姿を期待したい。 

このような時間を「学びをつくる時間」として，子供と相談しながら柔軟に単元の中に

位置づけていくこととする。 

 

学習活動Ａ 教師と子供でつくる授業 

 

・単元の提示 

・単元計画の相談/作成 

 

学びをつくる時間（個人） 
手がかり                     学習経験  

子どもの思い（達成感や課題意識，学習意欲等）⇒学習計画づくり  

 

 

学習活動Ｂ自学自習・・・（個人） 

        

自学自習・・・（個人） 

 

 

 

学びをつくる時間（学級） 
手がかり                     学習経験  

子どもの思い（達成感や課題意識，学習意欲等）⇒単元計画の見直し/修正  

 

学習活動Ｃ自学自習・・・（個人） 

自学自習・・・（学級） 

自学自習・・・（個人） 

 

 

学びをつくる時間（個人） 
手がかり                     学習経験  

子どもの思い（達成感や課題意識，学習意欲等）⇒まとめと表現の準備  

 

学習活動Ⅾ教師と子供でつくる授業 

 

・単元の学習の評価 

 

⑵ 自分のものさしを磨きながら学習を進める単元構成となっているか 

子供が自分の学びを深めていくには確かな自己評価が鍵となる。確かな自己評価とは，

子供が自分の学びを見つめた振返りを行う時に，自分の満足感等を「出来るようになった

り，分かるようになったりしたのはなぜか」という観点から，学習中に働かせた見方・考

え方について，その有効性を吟味することである。 

～ 



一人一人に吟味する姿が見られたならば，どのような学習活動でどのような見方・考え

方を働かせたことが有効だったのかを子供と確かめ合うことができるし，仮に，自分の学

びの現在地を適切に把握できていなかったとすれば，どのような見方・考え方を働かせて

学習を進めることが必要だったのかを子供と共に検証していくことができる。いずれにし

ても，子供の学習の満足感等と学習で見方・考え方を働かせることは大切であるという思

いがつながることで，見方・考え方そのものについて磨いていくことになると考えてい

る。そのために，内容研究を通して，子供の学習の深まりにつながると考えられる「見

方・考え方」の予測をしっかりと行うことが大切である。 

 ＜見方・考え方の予測と学習場面＞ 

①教材・題材の価値を考える 

②教材・題材の価値に関係付けて子どもの学習の実態をつかむ 

③教材・題材との出会いでどのような「問い」や「願い」をもつか予想する 

④単元での子どもの思考過程を予想することと合わせて，単元でどのような「見

方・考え方」を働かせることがよりよい学習となるか吟味する。 

 

⑶ 自分の学びを自覚化する時間を効果的に設定している単元構成となっているか 

 子供が「学習を俯瞰した見通し」，「選択した学習方法が効果的だという実感」，「よ

り効果的な学習方法に修正する試み」，「自分のよさと課題の自覚」等をより確かなもの

にするために，以下の４つの場面で自分の学びを自覚するための言語活動を設定すること

が効果的だと考えている。 

①新しい学習と出会う場面 

②学習のめあてや計画を立てる場面 

③仲間の学びに触れる場面 

④学習を振返ったり修正したりする場面 

 

３ 「自分の学びをつくる子供」を支える学習活動  

 

⑴ お互いの考え方や歩み方を受け止め合うトークタイム 

 トークタイムでは，感覚や感情を分かち合う親和的コミュニケーションや，思いや気持

ちを分かち合う心情交流的コミュニケーション場面が多く展開されるようにと考えてい

る。このようなコミュニケ―ションのある学習活動を通じて，仲間の話（思い）をどのよ

うにとらえている自分なのかを見つめ，それを言葉で表現し，受け止め合う時間となるよ

うにしていきたい。自分や仲間の心の背景を互いに聞き合い，改めて自分のよさや成長に

ついての思いを確かにしたり，仲間への共感を深めたりしていく時間となることで，毎日

の学習の豊かさを支える時間となることを目指していく。 


